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・若手とシニアで語る生物工学の未来【本部企画・生物工学若手研究者の集い】

・若手研究者のこれからの「活躍の場」を語ろう【本部企画・生物工学若手研究者の集い】

・未来産業の創造に向けた産学官連携プラットフォーム【本部企画】

・生体分子の相互作用における曖昧さの意義

・先端バイオ分析の新潮流

・高度に生体を模倣した細胞培養技術「Microphysiological System (MPS)」が拓く未来社会

・持続発展可能な未来社会を創造するバイオプラスチックの最前線

・光スイッチ型海洋分解性の可食プラスチックの開発研究

・シンポストバイオの潮流～腸内代謝物の有益性と商品化

・健康長寿に貢献するこれからの醸造発酵技術【本部企画】

・KSBB-BEST-SBJジョイントシンポジウム, 物質生産【本部企画・国際シンポジウム】

・アジアにおけるバイオプロダクションの現状と未来　～SDGsの達成を目指して～
【国際シンポジウム・関西支部】
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創立１００周年記念 第74回日本生物工学会大会

第74回日本生物工学会大会「講演要旨集」広告掲載申し込み書

出

・ゲノム編集食品の未来を語り合う　～技術から法規制、実用化事例まで～【関西支部】

・植物由来のバイオプロダクションの新潮流

・加速する次世代抗体の実用化に向けた取り組み

・KSBB-BEST-SBJジョイントシンポジウム, 医療【本部企画・国際シンポジウム】

・生物工学会英文誌JBBのあゆみとこれから【本部企画・国際シンポジウム】

・産学連携シンポジウム（培養・計測）【本部企画】

・生物工学が拓く未培養微生物（微生物ダークマター）の未来

・バイオエコノミーに資するバイオ×デジタル融合型の次世代研究プラットフォームの創出

・科学者のWell-beingのための志向倫理【本部企画】

・最先端の代謝研究が解き明かす解糖系の深淵― Otto Meyerhof ノーベル賞受賞100周年
によせて ―

・グローカルバイオで達成するカーボンニュートラル

公益社団法人 日本生物工学会 会長 福﨑  英一郎

●広告掲載料金（　）内は消費税込料金です。
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